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（1）流域の社会情勢の変化への対応
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鹿島基準点
河川整備基本方針における計画高水流量 15,000m3/s

河川整備計画における河川整備流量 13,500m3/s
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天竜峡基準点

河川整備基本方針における計画高水流量 4,500m3/s
河川整備計画における河川整備流量 4,000m3/s

1）近年の洪水等による災害の発生状況

実績流量の経年変化

（1）流域の社会情勢の変化への対応

 天竜川では昭和58年に戦後最大規模となる洪水が発生している。
 近年の主要洪水としては平成18年7月洪水によって、天竜川上流では堤防が決壊する等大きな被害が生じた。
 直近の令和２年７月豪雨では、本川で護岸の流出や、支川の堤防欠損・河岸洗堀が発生している。

河川整備計画策定（H21）

S58.9

H18.7
S58.9

H18.7

3

昭和５８年９月台風10号 近年の被害状況（令和２年７月豪雨）

伊那市
三峰川右岸4.6k付近

堤防の欠損

豊丘村
壬生沢川合流点上流151.4k付近

護岸一部流出
船明ダム 204.8kの堤防決壊状況

平成１８年７月梅雨前線



2）土地利用（地域開発）の変化

土地利用の推移

（1）流域の社会情勢の変化への対応

 天竜川流域の土地利用状況に大きな変化はみられないが、天竜川上流沿川では一部農地が宅地に変化している。
 天竜川流域には、国道1号、東名高速道路、新東名高速道路、中央自動車道、JR東海道新幹線等、日本の経済産業の根幹をなす

主要な交通が集中している。
 また、平成26年10月には、リニア中央新幹線の工事実施計画が認可されるなど 、交通の要所となっている。

平成21年（2009年） 平成28年（2016年）

地域の開発状況

リニア
中央新幹線

整備計画策定時より
堤内地の資産状況の

変化を確認

山林, 81.9%

市街地, 6.7%

畑、果樹園, 5.0%
水田, 6.2% ゴルフ場, 0.2%
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3）人口の変化と流域の資産

人口の変化と流域の資産

（1）流域の社会情勢の変化への対応

 沿川市町村の人口は近年横ばいの傾向である。

 上流域では、諏訪湖・伊那市周辺に精密機械や電気等製造業の工業団地が形成され、国内有数の企業が立地している。

 また、リニア中央新幹線の工事が進められており、リニア開通に伴い沿線の資産増加が予想される。

 下流域では浜松市を中心に、軽四輪自動車やオートバイ等、我が国を代表するものづくり地域となっており、遠州地域の社会、経済

を支える重要な河川となっている。

沿川市町村※1の人口の推移※2

産業 全国比率

軽四輪自動車 約44.2%

オートバイ 約38.5%

産業と全国シェア

出典：浜松市の産業（平成27年版）

天竜川沿いの工場

箕輪町
みのわ

浜松市周辺
はままつ 流域の重要交通網

リニア中央新幹線

約6万人 約5万人 約5万人 約5万人 約4万人 約4万人

約22万人 約21万人 約21万人 約20万人 約18万人 約17万人

約7万人 約8万人 約8万人 約9万人 約10万人 約10万人
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人
口
（
万
人
）

年齢別人口の推移(上流) 15歳未満 15～64歳 65歳以上

約16万人 約15万人 約14万人 約14万人 約13万人 約12万人

約64万人 約64万人 約64万人 約61万人 約57万人 約56万人

約14万人 約16万人 約19万人 約22万人 約25万人 約27万人

0
20
40
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100
120

平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

人
口
（
万
人
）

年齢別人口の推移(下流) 15歳未満 15～64歳 65歳以上

※1 沿川市町村：浜松市、磐田市、飯田市、伊那市、駒ヶ根市、飯島
町、松川町、高森町、宮田村、
中川村、喬木村、豊丘村、南箕輪村、箕輪町、辰野町 （15市町村）

※2令和2年 国勢調査
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4）気候変動による外力の増大 （1）流域の社会情勢の変化への対応

 時間雨量50mmを超える短時間強雨の発生件数が約30年前の約1.4倍に増加

 総雨量1,000ｍｍを超える大雨としては、平成26年台風第21号、令和元年台風第19号等があり、平成30年7月豪雨

（西日本豪雨）では総雨量1,800ｍｍ以上が発生。令和2年7月豪雨では、期間降水量として2,000ｍｍ以上が生じた。

6出典：国土交通省「水害レポート 2020」



5）水防災意識社会の再構築 （1）流域の社会情勢の変化への対応

 平成27年（2015年）９月関東・東北豪雨では、記録的な大雨により の堤防が決壊した。

 この災害を踏まえ、施設では守り切れない大洪水は必ず発生するとの考えに立ち、社会全体で洪水に備えるため、

「水防災意識社会再構築ビジョン」を策定するとともに、その取組を中小河川等にも展開している。

 また、「洪水情報のプッシュ型配信」や「危機管理型水位計の設置」等のソフト対策を推進している。

水防災意識社会の再構築に関する主な動向
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5）水防災意識社会の再構築 （1）流域の社会情勢の変化への対応

【ハード対策】

取組の一環として、越水等が発生した場合でも避難する時間を確保するために、

堤防決壊までの時間を少しでも引き延ばす危機管理型ハード対策を実施

しています。

危機管理型ハード対策

8

施工イメージ

209.2kp（左岸） 堤防裏法尻の補強

188.4kp（右岸） 堤防天端の保護

23.6kp（右岸） 堤防天端の保護

天竜川

河川



5）水防災意識社会の再構築 （1）流域の社会情勢の変化への対応

【ソフト対策】

 天竜川では、水防災意識社会再構築ビジョンとして、平成２８年度に洪水浸水想定区域図を作成・公表した。

 上記に加え、近年では危機管理型水位計の設置や川の防災情報の運用、プッシュ型配信により、さらなる水防災意識社会の再構築

に向けた取組みを実施している。

天竜川水系浸水想定区域図の作成・公表

9

川の防災情報の運用開始 プッシュ型配信の開始

危機管理型水位計の設置

設置場所
①堤防の高さや川幅などから、相対的に氾濫が発生しやすい箇所
②氾濫により行政施設・病院等の重要施設が浸水する可能性が高い箇所
③支流合流部など、既設水位計だけでは実際の水位が捉えにくい箇所

設置箇所
天竜川上流：80箇所
天竜川下流：10箇所

危機管理型水位計の設置状況

防災情報等の活用

・国土交通省などで収集した雨量·水位·ダム情報等について、「川の防災情
報」を通じ、情報発信を実施
・「川の水位情報」では、各水位観測所の水位に加え、平成31年に稼働開始
した危機管理型水位計の水位データを閲覧可能

プッシュ型配信の運用

天竜川上流では、令和３
年度出水に対して、プッ
シュ型配信を実施

洪水浸水想定区域図

天竜川では、平成２８
年度に想定最大規模
および計画規模の氾
濫域を公表

想定最大規模の洪水浸水想定区域図（天竜川下流）



6）気候変動を踏まえた水害対策のあり方（1）流域の社会情勢の変化への対応

 近年の気候変動に伴う計画規模を超える外力の発生に対し、河川管理者だけでなく流域全体の関係機関が連携
して水害を軽減させる治水対策を行う流域治水の取組が実施されている。

 天竜川上流では天竜川上流流域治水協議会、天竜川下流では遠州流域治水協議会を設置し、関係機関と連携
した治水対策を検討中である。

第３回天竜川上流流域治水協議会開催概要

日時：令和３年３月４日（木） １６：２０～

会場：いなっせ５F 会議室501～503

出席：諏訪・上伊那・下伊那圏域の22市町村、

林野庁中部森林管理局、長野県、

国土交通省天竜川上流河川事務所、天竜川ダム統合管理

事務所、三峰川総合開発工事事務所

松川町長

茅野市長（代理）

中川村長

15市町村から市町村長ご本人が出席

WEBを活用した協議会の様子 10

第1回遠州流域治水協議会開催概要

日時： 令和３年８月５日（木） １６：００～１７：００

会場： 掛川グランドホテル ３階シャングリラスイート

出席： 浜松市・磐田市・袋井市・掛川市・菊川市・森町・

設楽町・東栄町・豊根村・静岡県浜松土木事務所・

静岡県袋井土木事務所 ・静岡県中遠農林事務所・静

岡県西部農林事務所・愛知県新城設楽建設事務所・愛

知県新城設楽農林水産事務所・林野庁天竜森林管理

署・（国研）静岡水源林整備事務所・国土交通省浜松

河川国道事務所

袋井市長 森町長菊川市長



6）気候変動を踏まえた水害対策のあり方（1）流域の社会情勢の変化への対応

 天竜川上流では、天竜川上流流域治水プロジェクトを、天竜川下流では、天竜川（下流）水系流域治水プロジェク
トを昨年度末に策定し、流域関係者と協力しつつ治水対策に取り組んでいる。

11

天竜川（下流）水系流域治水プロジェクト

天竜川上流流域治水プロジェクト

区分 対策内容 実施主体
工程

短期 中期 中長期

氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

河道掘削、樹木伐採による
流下能力の向上

浜松河川国道事務所
静岡県

天竜川ダム再編事業 浜松河川国道事務所

堤防整備による
治水安全度の向上

浜松河川国道事務所
静岡県

ポンプ場、樋門等の施設や下水
道整備による内水対策

浜松市、磐田市

フラップゲート等による逆流防止
対策

浜松市

水田貯留、校庭貯留、雨水貯留
施設等による流出抑制対策

浜松市、磐田市、
水田所有者・耕作者

砂防施設等の整備
森林保全
治山施設の整備

静岡県、愛知県、浜松市、
磐田市、天竜森林管理署、

静岡水源林整備事務所

竜洋海岸・浜松五島海岸・浜松篠原海岸の
保全（養浜）への河道掘削土の活用

浜松河川国道事務所
静岡県

被害対象を減少させる
ための対策

立地適正化計画における防災指
針の記載（都市計画区域内）

浜松市

被害の軽減、早期復
旧・復興のための対策

避難計画や防災意識向上のため
の取り組み

浜松河川国道事務所
愛知県、浜松市、磐田市

※スケジュールは今後の事業進捗によって変更となる場合がある。

下流部の河道掘削
（浜松河川国道事務所）

下流部・上流部の河道掘削
（浜松河川国道事務所）

谷山地区堤防整備
（浜松河川国道事務所）

対策の実施
（浜松市、磐田市）

対策の実施
（浜松市）

検討の実施
（浜松市、磐田市）

天竜川ダム再編事業完成

水位、カメラ情報の提供
（浜松河川国道事務所、浜

松市、磐田市）

防災意識の啓発活動等の
継続実施

立地適正化計画
に基づく防災指針

河道掘削との連携による海岸養浜
（浜松河川国道事務所、静岡県）

気候変動を踏
まえた更なる
対策を推進

中部地区堤防整備
（浜松河川国道事務所）

防災指針5.0k～6.2k

浜松市 南区

新貝町

ＪＲ東海道新幹線

令和元年１２月２７日撮影

樹木伐採による流下能力の向上

危機管理型水位計の設置

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

被害の軽減・早期復旧・復興
のための対策

被害対象を減少させる
ための対策

短期 中期 中長期

国土交通省

長野県

砂防堰堤等の整備
国土交通省

長野県

公共下水道の整備
長野県

各市町村

雨水貯留施設等の整備
長野県

各市町村

被害対象を減

少させるため

の対策

住まい方の工夫に関する取組
国土交通省

長野県

各市町村

要配慮者利用施設における避難確保

計画の作成と訓練の推進

長野県

各市町村

水防活動の効率化及び水防体制の強

化に関する取組

国土交通省

長野県

各市町村

被害の軽減、

早期復旧、

復興のための

対策

区分 対策内容 実施主体
工程

氾濫をできる

だけ防ぐ・減ら

すため対策

河道掘削、河道拡幅、堤防整備、調節

池、浚渫、ダム再開発　等

河道掘削、築堤整備、諏訪湖の浚渫

【箕輪町、辰野町】

伊北地区の堰の改築【飯田市】

松尾・下久堅地区治

水対策事業

【宮田村】大久保地区治水対策事業

急流河川対策（根継ぎ、護岸）

【伊那市】

伊那地区水位低下対策

不動産関係団体等への水害リスク情報の提供と周知協力の推進

作成・見直し・検討

【長野県】公共施設における雨水貯留浸透施設の整備

運用

天竜川上流域の広域水防訓練に向けた計画の策定及び実施
水防訓練の実施

【先行市町村】立地適正化計画の作成・見直し

全ての要配慮者利用施設で計画を策定（目標）

整備・運用

※各工程段階の実施内容は今後の事業進捗によって変更となる場合があります。
※各対策の旗揚げは代表的な事例を示しています。

広域水防訓練の様子

砂防堰堤等の整備 立地適正化計画の作成（飯田市）

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

被害の軽減・早期復旧
・復興のための対策

↑
被害対象を
減少させる
ための対策

立地適正化計画における
防災指針の記載
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				区分 クブン		対策内容 タイサク ナイヨウ		実施主体 ジッシ シュタイ		工程 コウテイ

										短期 タンキ		中期 チュウキ		中長期 チュウ チョウキ

				氾濫をできるだけ防ぐ・減らすため対策 ハンラン フセ ヘ タイサク		河道掘削、河道拡幅、堤防整備、調節池、浚渫、ダム再開発　等 カドウ クッサク カドウ カクフク テイボウ セイビ チョウセツ イケ シュンセツ サイカイハツ トウ		国土交通省 コクド コウツウショウ

								長野県 ナガノケン

						砂防堰堤等の整備 サボウ エンテイ トウ セイビ		国土交通省
長野県 コクド コウツウショウ ナガノケン

						公共下水道の整備 コウキョウ ゲスイドウ セイビ		長野県
各市町村 ナガノケン カクシチョウソン

						雨水貯留施設等の整備 ウスイ チョリュウ シセツ トウ セイビ		長野県
各市町村　 ナガノケン カクシチョウソン



				被害対象を減少させるための対策 ヒガイ タイショウ ゲンショウ タイサク		住まい方の工夫に関する取組 ス カタ クフウ カン トリクミ		国土交通省
長野県
各市町村 コクド コウツウショウ ナガノケン カクシチョウソン



				被害の軽減、
早期復旧、
復興のための対策 ヒガイ ケイゲン ソウキ フッキュウ フッコウ タイサク		要配慮者利用施設における避難確保計画の作成と訓練の推進		長野県
各市町村 ナガノケン カクシチョウソン

						水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組 スイボウ カツドウ コウリツカ オヨ スイボウ タイセイ キョウカ カン トリクミ		国土交通省
長野県
各市町村 コクド コウツウショウ ナガノケン カクシチョウソン



【機密性２】 
作成日_作成担当課_用途_保存期間


JR東海道本線新幹線橋梁完成

雨水貯留施設の新設等
（多治見市）

立地適正化計画に基づく防災指針
（多治見市）

●●
（●●市）

地下空間タイムラインの策定
（名古屋市）

河道掘削、築堤整備、諏訪湖の浚渫

【箕輪町、辰野町】
伊北地区の堰の改築

【飯田市】
松尾・下久堅地区治水対策事業　

【宮田村】大久保地区治水対策事業　

美和ダム
湖内堆砂対策施設の本格運用

急流河川対策（根継ぎ、護岸）

【伊那市】
伊那地区水位低下対策

地盤の嵩上

不動産関係団体等への水害リスク情報の提供と周知協力の推進

作成・見直し・検討

【長野県】公共施設における雨水貯留浸透施設の整備　

運用

天竜川上流域の広域水防訓練に向けた計画の策定及び実施

水防訓練の実施

【先行市町村】立地適正化計画の作成・見直し

全ての要配慮者利用施設で計画を策定（目標）

整備・運用
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				区分 クブン		対策内容 タイサク ナイヨウ		実施主体 ジッシ シュタイ		工程 コウテイ

										短期 タンキ		中期 チュウキ		中長期 チュウ チョウキ

						河道掘削、河道拡幅、堤防整備、調整池、浚渫、ダム再開発　等 カドウ クッサク カドウ カクフク テイボウ セイビ チョウセイチ シュンセツ サイカイハツ トウ		国土交通省 コクド コウツウショウ

								長野県 ナガノケン

						砂防堰堤等の整備 サボウ エンテイ トウ セイビ		国土交通省 コクド コウツウショウ

						公共下水道の整備 コウキョウ ゲスイドウ セイビ		各市町村 カクシチョウソン

						雨水貯留施設等の整備 ウスイ チョリュウ シセツ トウ セイビ		長野県
各市町村　 ナガノケン カクシチョウソン



				被害対象を減少させるための対策 ヒガイ タイショウ ゲンショウ タイサク		住まい方の工夫に関する取組 ス カタ クフウ カン トリクミ		国土交通省
長野県
各市町村 コクド コウツウショウ ナガノケン カクシチョウソン



				被害の軽減、
早期復旧、
復興のための対策 ヒガイ ケイゲン ソウキ フッキュウ フッコウ タイサク		要配慮者利用施設における避難確保計画の作成と訓練の推進		長野県
各市町村 ナガノケン カクシチョウソン

						水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組 スイボウ カツドウ コウリツカ オヨ スイボウ タイセイ キョウカ カン トリクミ		国土交通省
長野県
各市町村 コクド コウツウショウ ナガノケン カクシチョウソン



【機密性２】 
作成日_作成担当課_用途_保存期間


JR東海道本線新幹線橋梁完成

雨水貯留施設の新設等
（多治見市）

立地適正化計画に基づく防災指針
（多治見市）

全ての要配慮者利用施設で計画を策定

●●
（●●市）

地下空間タイムラインの策定
（名古屋市）

河道掘削、築堤整備、諏訪湖の浚渫

広域水防訓練の実施
（R4年度）

【箕輪町、辰野町】
伊北地区の堰の改築

【飯田市】
松尾・下久堅地区治水対策事業　

【宮田村】大久保地区治水対策事業　

美和ダム
湖内堆砂対策施設の本格運用

立地適正化計画に基づく防災指針の策定

急流河川対策（根継ぎ、護岸）

【伊那市】
伊那地区水位低下対策

地盤の嵩上

不動産関係団体等への水害リスク情報の提供と周知協力の推進
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				区分 クブン		対策内容 タイサク ナイヨウ		実施主体 ジッシ シュタイ		工程 コウテイ

										短期 タンキ		中期 チュウキ		中長期 チュウ チョウキ

				氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策 ハンラン フセ ヘ タイサク		飯田市松尾・下久堅地区、宮田村大久保地区を守る河川改修 オオクボ マモ カセン カイシュウ		天竜川上流河川事務所
長野県 テンリュウカワジョウリュウカセンジムショ ナガノケン

						伊那市街地を守る水位低下対策 イナ シガイチ マモ スイイ テイカ タイサク		天竜川上流河川事務所
長野県 テンリュウカワジョウリュウカセンジムショ ナガノケン

						伊北地区（箕輪町、辰野町）を守る水位低下対策 イホク チク ミノワマチ タツノマチ マモ スイイ テイカ タイサク		天竜川上流河川事務所
長野県 テンリュウカワジョウリュウカセンジムショ ナガノケン

						急流河川対策（根継ぎ、護岸） キュウリュウ カセン タイサク ネツ ゴガン		天竜川上流河川事務所
長野県 テンリュウカワジョウリュウカセンジムショ ナガノケン

						県区間による河川改修 ケン クカン カセン カイシュウ		長野県 ナガノケン

						ダム再開発 サイカイハツ		天竜川ダム統合管理事務所
長野県 テンリュウ カワ トウゴウ カンリ ジムショ ナガノケン

						砂防事業の推進 サボウ ジギョウ スイシン		天竜川上流河川事務所
長野県 テンリュウカワジョウリュウカセンジムショ ナガノケン

						雨水貯留施設等の整備 ウスイ チョリュウ シセツ トウ セイビ		長野県
各市町村　等 ナガノケン カクシチョウソン トウ



				被害対象を減少
させるための対策 ヒガイ タイショウ ゲンショウ タイサク		「まちづくり」による水害に強い地域への誘導 スイガイ ツヨ チイキ ユウドウ		各市町村　等 カクシチョウソン トウ

				被害対象を減少
させるための対策 ヒガイ タイショウ ゲンショウ タイサク		「まちづくり」による水害に強い地域への誘導 スイガイ ツヨ チイキ ユウドウ		各市町村　等 カクシチョウソン トウ



				被害の軽減、
早期復旧、復興のための対策 ヒガイ ケイゲン ソウキ フッキュウ フッコウ タイサク		要配慮者利用施設における避難確保計画の作成と訓練の推進		長野県
各市町村　等 ナガノケン カクシチョウソン トウ

						水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組 スイボウ カツドウ コウリツカ オヨ スイボウ タイセイ キョウカ カン トリクミ		天竜川上流河川事務所
長野県
各市町村　等 テンリュウカワジョウリュウカセンジムショ ナガノケン カクシチョウソン トウ



【機密性２】 
作成日_作成担当課_用途_保存期間


JR東海道本線新幹線橋梁完成

雨水貯留施設の新設等
（多治見市）

立地適正化計画に基づく防災指針
（多治見市）

全ての要配慮者利用施設で計画を策定

●●
（●●市）

地下空間タイムラインの策定
（名古屋市）

河道掘削、築堤整備、諏訪湖の浚渫

広域水防訓練の実施
（R4年度）

堰の改築完了

松尾・下久堅地区治水対策事業　完了

大久保地区治水対策事業　完了

美和ダム
湖内堆砂対策施設の本格運用

立地適正化計画に基づく防災指針の策定

立地適正化計画に基づく防災指針の策定
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国交省Ｃバンドオンラインデータ（台風第19号：10/11～12の2日雨量）
※国土交通省Cバンドオンラインデータより作成

7）ダム操作の高度化 （1）流域の社会情勢の変化への対応

 美和ダムでは令和元年10月（台風19号）洪水時に、大規模な災害となった昭和36年6月洪水を超える雨量を記録
し、異常洪水時防災操作を実施した。

 天竜川では、水害の発生の防止等が図られるよう河川管理者、全てのダム管理者及び関係利水者で治水協定を
締結し、ダムの事前放流により洪水調節機能の強化を図っている。

美和ダム 洪水調節の状況
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約317mm/2日※

美和ダム上流域平均雨量S36.6災害

約306mm/2日

R1.10洪水

放流状況（10月12日22:19）

＜治水協定を締結しているダム＞

• 新豊根ダム
• ダム
• 佐久間ダム
• 秋葉ダム
• ダム

• 横川ダム
• 箕輪ダム
• ダム
• 美和ダム
• 小渋ダム
• 片桐ダム
• 松川ダム
• ダム
• 岩倉ダム
• 平岡ダム

天竜川下流 天竜川上流

12

多目的ダムの事前放流イメージ

事前放流の取組

利水ダムの事前放流イメージ
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100～150
150～250
250～300
300～500
500～700
700～900
900～

2日雨量（mm）

天竜峡

鹿島

美和ダム

北沢雨量観測所
（2日雨量638mm）

美和ダム上流域平均雨量
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（2）天竜川における新たな課題
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（2）天竜川における新たな課題

②流域特性の変化に関わる課題
• 整備計画策定以降に上流部において、河川沿川の資産が変化している
• リニア開通や昨今の地方回帰等の社会情勢を踏まえ、今後も資産の増加が想定される。

①整備進捗に関わる課題
• 整備の進捗に伴い整備内容の更新が必要となる項目が生じている

• 天竜川上流部では、近年の出水で安定した寄り州と考えられていた箇所が大きく侵食し、急流対策の必要性
が増している

• 天竜川下流部では、水衝部箇所の砂州の変化や樹林化といった課題が確認されている

③土砂管理に関する課題
• 天竜川水系全体の総合土砂管理計画（第二版）を策定するとともに、上流域を含めた総合土砂管理計画と連

携した河道整備が必要である

④近年の気候変動等による外力規模の増大に関する課題
• 近年の出水により、天竜川及び諏訪湖周辺が被災した
• 令和元年には、隣接流域の信濃川（千曲川）において大きな浸水被害が生じている
• 近年の温暖化による降雨規模の増大を踏まえ、平成21年に策定した河川整備計画では、上記の新たな項目

に対する効果が限定的であるため、河道通過流量の増加への対応が必要である

14



1）整備進捗に関わる課題 （2）天竜川における新たな課題
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■河道整備の進捗状況と課題（下流）

■河道整備の進捗状況と課題（上流）

整備進捗に関わる課題
• 整備メニューの進捗や流域河道の現状を踏まえ、整備の進捗にかかわる課題を抽出。

【下流部】

• 樹木再繁茂による流下能
力の低下が課題である。

• 樹木再繁茂を抑制する河
道管理が必要である。

【上流部】

• 近年の被災状況を踏まえ、
新たな視点で急流対策の
整備が必要である。

• 伊北4堰対応事業と連携し
た河道掘削の実施が必要
である。

H23.12航空写真
H28.11衛星写真

大阪井

箕輪中井用水

上河原井

羽場下井

伊北４堰の位置図（天竜川205k～210k）

R1より 地区の

河道掘削に一部着手

天竜川左岸151.4k付近 護岸一部流出三峰川右岸4.6k付近 堤防の欠損

R4.3予定までの進捗率

樹木伐開：91%

R4.3予定までの進捗率

河道掘削：27%

R4.3予定までの進捗率

護岸・基礎工：89%

急流対策の進捗は確認できるが、整備計
画では想定していない箇所（直線部等）が
近年被災している現状にある

天竜川

壬生沢川

被災箇所
三峰川

被災箇所

樹木伐開を実施し
ているが、新たに
樹木が繁茂するこ
とにより流下能力
が不足している現
状にある

R2.7出水時の被災の様子R2.7出水時の被災の様子

R3航空写真 R3航空写真

伊那
い な

・伊
い

北
ほ く

 


伊那 (いな)・伊 (い)北 (ほく)



【
駒
ヶ
根
市

下
平
地
区
】

現在の堤内地状況を踏まえた整備メニューへと更新する必要がある

流域特性の変化に関わる課題

• 整備計画策定時から堤内地の資産状
況が変化

• 現行の河川整備計画メニューはH21時点の背後地で検討さ
れている。

• 近年の変化を反映した整備メニューを検討する必要がある。

2）流域特性の変化に関わる課題 （2）天竜川における新たな課題
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R2衛星写真H20航空写真

整備計画策定時より
堤内地の資産が増加

幹線道路が開通

整備計画策定時より
堤内地の資産が増加

【
伊
那
市

福
島
地
区
】

【箕輪町 大字地区】 宅地化

企業が出店

天竜川 天竜川
天竜川

天竜川



3）土砂管理に関する課題

 平成30年に天竜川下流を対象とした天竜川

水系総合土砂管理計画【第一版】を策定した。
 現在、上流を含めた総合土砂管理計画【第二

版】の策定に向けた検討を実施中である。
 第二版と河川整備計画を連携させ総合土砂

管理に取り組むことが重要である。

天竜川総合土砂管理計画【第二版】の作成

• 天竜川上流を含めた総合土砂管理計画を作成
する必要がある

総合土砂管理計画【第二版】を作成し、上流域を含めた総合土砂管理対策と
連携した河道整備を検討する必要がある

（2）天竜川における新たな課題

17

天竜川流砂系総合土砂管理計画【第一版】の対象範囲

第一版は佐久間ダ
ム貯水池上流端より
下流域（海岸含む）
が対象となっている



4）近年の気候変動等による外力規模の増大に関する課題
（2）天竜川における新たな課題

18

令
和
元
年
東
日
本
台
風

近年の降雨発生状況
• 近年、全国的な傾向として時間雨量50mmを超える短時間強雨の発生件数が約30年前の約1.4倍に増加
• 天竜川流域の隣接流域である千曲川において、令和元年度に甚大な浸水被害が発生

■千曲川 地点上流域
流域平均2日雨量
今回：令和元年10月 186.6mm/2日
既往最大：平成18年7月 180.1mm/2日

⇒昭和元年統計開始以降、最大の降雨

■現地状況写真（時系列）
千曲川左岸L58.0k（長野市穂保地先）

○気象・降雨の概要
大型で非常に強い台風１９号は、１０月１２日の夕方か

ら夜にかけて、非常に強い勢力を保ったまま東海・関東地
方に上陸し、台風本体の発達した雨雲の影響により、既往
最大を超える大雨をもたらした。

■国交省Ｃバンドオンラインデータ
（台風第19号：10/11～12の2日雨量） ※国土交通省Cバンドオンラインデータより作成

天竜川流域

静岡県

千曲川流域

～50
50～100

100～150
150～250
250～300
300～500
500～700
700～900
900～

2日雨量（mm）

山梨県

長野県

岐阜県

愛知県
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4）近年の気候変動等による外力規模の増大に関する課題
（2）天竜川における新たな課題

 近年の気候変動による影響で天竜川流域の降雨に変化が生じている可能性がある。
 近年は2日雨量の規模は小さくても、長雨により、一降雨の雨量が大きい降雨が見られる 19
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令
和
2
年
7
月
洪
水

182ｍｍ/2日

125ｍｍ/2日

総雨量491ｍｍ
6/30～7/12

総雨量695ｍｍ
6/30～7/12

近年の降雨発生状況
• 天竜川においてもR2で2週間程度の長雨の発生（R2.7出水）や、2日雨量が1/100規模となる降雨が発生

てんりゅうきょう

かしま
かしま

てんりゅうきょう



■各地の被害状況

美和ダム

小渋ダム

●喬木村【壬生沢川合流点】

（護岸一部流出）

●喬木村加ヶ須

（土砂崩落）

4）近年の気候変動等による外力規模の増大に関する課題
（2）天竜川における新たな課題

R2.7出水における天竜川上流部の課題
• 令和2年度の出水では、本川で護岸の

流出や、支川の堤防欠損・河岸洗堀が
発生

• 天竜川上流部は河床勾配が大きく、気
候変動に伴う出水の増加により、今後
も護岸の被災が懸念される

20

R2.7出水では、２週間程度の長雨により、
長期間水位が高い期間が継続

 気候変動による外力の変化に伴い、急流対
策（護岸や根固め整備）の見直しを実施する
必要がある。

■R2.7出水における天竜川の被害

上流 下流

●天竜川下流12.4ｋ（沈下による護岸破損）
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4）近年の気候変動等による外力規模の増大に関する課題
（2）天竜川における新たな課題

 近年の気候変動による影響で天竜川流域の
降雨に変化が生じている可能性がある。

 近年は2日雨量の規模は小さくても、長雨によ
り一降雨の雨量が大きい降雨が見られる

近年の降雨発生状況
• 令和3年度8月出水では太田切観測所の72時間雨量が過去最大を記録
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太田切雨量観測所（宮田村） 雨量(mm) 累加雨量(mm)

令
和
3
年
8
月
洪
水

259ｍｍ/2日

253ｍｍ/2日

総雨量404mm
(8/12～8/22)

総雨量495mm
(8/12～8/22)

太田切観測所では、
72時間雨量が既
往最大を記録

かしま

かしま

てんりゅうきょう
てんりゅうきょう



4）近年の気候変動等による外力規模の増大に関する課題
（2）天竜川における新たな課題

 釜口水門は、河川整備基本方針において最大放
流量600㎥/sとなる施設である。

 しかし、現状は、天竜川の改修状況に合わせ最大
430㎥/sの放流を実施している。

R3.8出水における諏訪湖・釜口水門の課題

• 令和３年８月出水では、諏訪湖周辺で浸水被
害が発生するなど、諏訪湖周辺の浸水被害軽
減に向け、釜口水門の放流能力増加が求めら
れる。

22

釜口水門

諏訪湖
現状：430 ㎥/s
河川整備計画：500㎥/s
河川整備基本方針：600㎥/s

長野県
管理

国
管理

H18.7洪水の被害を踏まえ、
釜口水門の放流量増（400→430㎥/s）
に対応した河川改修（※）を実施

天竜川

※天竜川直轄河川激甚災害
対策特別緊急事業

R3.8出水における諏訪湖周辺の浸水状況

諏訪湖

釜口水門

天竜川

諏訪湖周辺の自治体に
よる要望（R4.2）

ポンプ車による排水支援

天竜川上流河川事務所2台
浜松河川国道事務所1台
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天竜峡基準点

4）近年の気候変動等による外力規模の増大に関する課題
（2）天竜川における新たな課題

気候変動等の高まる外力への対応
• 令和3年度には、天竜川上流域では、雨量確率1/100

規模の降雨が発生する等、近年出水が連続して発生

R3.8.洪水 253mm/2日
→約1/100規模

R3.8.洪水 259mm/2日
→約1/30規模

250mm/2日（雨量確率1/100規模）

306mm/2日（雨量確率1/100規模）

23

R1.10洪水
→全国各地で甚大な被害
が発生

R2.7洪水
→長雨により護岸の被災
等が発生

 気候変動等により、外力の増大が想定さ
れることから、目標流量の見直しとともに、
河道整備や洪水調節等のメニューを見
直す必要がある。

基準点における年最大雨量（mm/2日）の整理

かしま

てんりゅうきょう
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4）近年の気候変動等による外力規模の増大に関する課題
（2）天竜川における新たな課題

■令和3年8月洪水の降雨量

・2日雨量 ：253mm/2日 （8/13 10時～8/15 9時）
→雨量確率約1/100

・48時間最大雨量：257mm/48h   （8/13 6時～8/15 5時）

253mm/2日→約1/100

累加雨量：404mm
（8/12～8/22）

※国土交通省Cバンドオンライン
データから作成

■降雨分布（ 8/13 10時～8/15 9時の2日雨量）

300mm/2日
を超える地域

気候変動等の高まる外力への対応
• 令和3年度には、天竜川上流域では、雨量確率1/100

規模の降雨が発生する等、近年出水が連続して発生

24

てんりゅうきょう

 気候変動等により、外力の増大が想定さ
れることから、目標流量の見直しとともに、
河道整備や洪水調節等のメニューを見
直す必要がある。



（3）新たな課題への対応案

25



点検結果 今後の方針・課題等

①整備進捗に関わる課題
→整備の進捗や近年の被災、樹木繁茂状況に伴い整備メ
ニューの見直しが必要

①上流では近年の被災状況や伊北4堰対応事業と連携
した河川整備、下流では樹木再繁茂を抑制する河道管
理等と連携した河川整備メニューを検討する
また、河道の変遷を勘案した整備メニューを検討する

②流域特性の変化に関わる課題
→堤内地の資産状況が変化

②近年の土地利用状況の変化を踏まえた整備メニュー
を検討する

③土砂管理に関する課題
→土砂管理の推進

③天竜川水系全体の総合土砂管理計画（第二版）を策
定するとともに、上流域を含めた総合土砂管理計画と連
携した河川整備メニューを検討する

④近年の気候変動等による外力規模の増大に関する課題
→気候変動による外力の増大

④気候変動による降雨量の増加を考慮した目標流量へ
の見直し、目標流量に応じた河川整備メニューの見直し
を行う

【点検結果】
引き続き河川整備を実施していくとともに、

・流域治水プロジェクトとの連携を図り整備を進めていく
・計画策定後に確認された新たな課題への対応等を踏まえ河川整備計画の
目標変更について検討する 26

（3）新たな課題への対応案
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